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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）脂肪族置換ナフタリンまたはエストライドから成る群より選択される少なくとも１
種の油９３．９～４５質量％；
ｂ）ポリマー、すなわち、水素化もしくは完全水素化されたポリイソブチレン、または水
素化もしくは完全水素化されたポリイソブチレンからの混合物６～４５質量％；
ｃ）防食添加剤、酸化防止剤、耐摩耗添加剤、紫外線安定剤、無機または有機固体潤滑剤
から成る群より単独または組み合わせで選択される添加剤０．１～１０質量％
を含有する高温用油。
【請求項２】
　油成分が、さらなる油として、鉱油、脂肪族カルボン酸エステルおよび脂肪族ジカルボ
ン酸エステル、脂肪酸トリグリセリド、ピロメリット酸エステル、ジフェニルエーテル、
フロログルシンエステル、および／またはポリ－α－オレフィン、α－オレフィンコポリ
マーから成る群より選択される化合物を含有する、請求項１記載の高温用油。
【請求項３】
　ａ）脂肪族置換ナフタリン、エストライド、トリメリット酸エステル、または種々のト
リメリット酸エステルからの混合物から成る群より選択される少なくとも１種の油９１．
９～２５質量％、ここでエステルのアルコール基は、８～１６個の炭素原子を有する直鎖
状もしくは分枝鎖状のアルキル基である；
ｂ）水素化もしくは完全水素化されたポリイソブチレン、または水素化もしくは完全水素
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化されたポリイソブチレンからの混合物から成る群より選択されるポリマー６～４５質量
％；
ｃ）防食添加剤、酸化防止剤、耐摩耗添加剤、紫外線安定剤、無機または有機固体潤滑剤
から成る群より単独または組み合わせで選択される添加剤０．１～１０質量％、および
ｄ）増ちょう剤２～２０質量％
を含有する高温用グリース。
【請求項４】
　油成分が、さらなる油として、鉱油、脂肪族カルボン酸エステルおよび脂肪族ジカルボ
ン酸エステル、脂肪酸トリグリセリド、ピロメリット酸エステル、ジフェニルエーテル、
フロログルシンエステル、および／またはポリ－α－オレフィン、α－オレフィンコポリ
マーから成る群より選択される化合物を含有する、請求項３記載の高温用グリース。
【請求項５】
　増ちょう剤が、尿素、Ａｌ複合石鹸、周期表第一および第二主族の元素の金属の純石鹸
、周期表第一および第二主族の元素の金属の複合石鹸、ベントナイト、スルホン酸塩、ケ
イ酸塩、アエロジル、ポリイミド、ＰＴＦＥ、またはこれら増ちょう剤の混合物から成る
群より選択される、請求項３記載の高温用グリース。
【請求項６】
　自動車技術、輸送技術、機械工学、オフィス技術において、ならびに産業用の設備およ
び機械で、また家庭用機器、家庭用電化製品の分野で転がり軸受および滑り軸受を潤滑化
するための、およびチェーン、チェーンリール、および連続プレス機のベルトを潤滑化す
るための、請求項１から５までのいずれか１項記載の高温用油または高温用グリースの使
用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高温用潤滑剤、殊に、芳香族エステル、例えばトリメリット酸エステルおよ
び種々のトリメリット酸エステルの混合物、アルキル芳香族化合物、エストライド、およ
び完全水素化もしくは水素化されたポリイソブチレン、またはこれらの混合物、増ちょう
剤に基づく油およびグリースに関する。本発明はさらに、最大２５０℃の連続使用温度で
の、この高温用グリースの使用に関する。
【０００２】
　潤滑作用だけでなく、潤滑剤はさらに、多数のさらなる課題を満たす必要がある：潤滑
剤は、冷却し、摩擦、摩耗、および応力伝達を低減し、腐食から防護し、同時に、密封作
用を有する必要がある。さらに、これらの高温用グリースは、音響が少ないことが望まし
い。
【０００３】
　従来の潤滑剤は高温適用に適していない。というのも、これらは高温では、例えば酸化
反応、および／または熱分解反応、および重合によって破壊され、その潤滑特性が大幅に
制限されるからである。分解反応において、潤滑剤は、低分子の揮発性成分に分解される
。これが蒸発することによって、不所望な粘度変化、油損失、および過剰な蒸気形成がも
たらされる。それにより、潤滑作用が失われることになる。重合によっても、潤滑剤は、
不溶性の重合生成物が形成されることによりその潤滑作用を失う。
【０００４】
　これら汚染物質を除去することによって、メンテナンス作業が増加し、コストをかけて
処理する必要のある化学系廃棄物が発生する。洗浄作業およびメンテナンス作業が増える
ことを理由に、休止時間が増加する。全体として、不適切な潤滑剤を高温適用において使
用することによって、コストがより高くなる。というのも、作業設備が汚染され、より多
くの潤滑剤が必要とされるからである。そのうえ、製品品質が下がる。
【０００５】
　高温適用のための基油としては、しばしば合成エステルが使用される。というのも、こ
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れらは、非常に良好な酸化安定性、加水分解安定性、および熱安定性を有するからである
。
【０００６】
　高温適用における種々の要求に応えるためには、潤滑剤はとりわけ、高い安定性、低い
摩擦係数、および高い摩耗強度を有する必要がある。均一な潤滑化を高温でも保証可能に
するためには、全加工プロセスの間、液状の潤滑膜が金属部材間に存在する必要がある。
したがって、潤滑剤は、最大加工温度でわずかのみ蒸発し、あまり残渣を形成してはなら
ず、できるだけ少ない分解残渣を形成するものでなければならない。
【０００７】
　高い加工温度はしばしば、チェーン、転がり軸受、および滑り軸受における、自動車技
術、輸送技術、機械工学、オフィス技術における、ならびに産業用の設備および機械にお
ける、また家庭用機器および家庭用電化製品の分野での使用において生じる。
【０００８】
　転がり軸受および滑り軸受では、潤滑剤により、相互に滑るまたは転がる部品間に、こ
れらを隔てる応力伝達潤滑膜が作製される。そのため、金属表面同士は接触せず、したが
って摩耗も生じない。よって、潤滑剤は高い要求に応えなくてはならない。その要求には
、極端な条件、例えば、非常に高いもしくは非常に低い回転数、高い回転数もしくは外部
加熱により条件付けられる高温、非常に低い温度、例えば、冷たい周囲において稼動する
軸受の温度、または航空および宇宙飛行での使用で生じる温度がある。同様に、最近の潤
滑剤は、すり減りまたは潤滑剤の消費による空間汚染を回避するために、いわゆるクリー
ンルーム条件下で使用可能であることが望ましい。さらに、最近の潤滑剤を適用する場合
、潤滑剤が蒸発し、それによって「ワニス化（ｖｅｒｌａｃｋｅｎ）」すること、つまり
、潤滑剤が短時間の適用後に固体になり、もはや潤滑作用を示さないことが回避されるの
が望ましい。潤滑剤にはまた、軸受の滑り面が僅かな摩擦で攻撃されないように、軸受面
が少ない音響で滑るように、および長い滑り時間が後の潤滑化なしで達成されるように、
適用時に特別な要求が課される。また潤滑剤は、応力の作用、例えば、遠心力、重力、お
よび振動に耐えなくてはならない。
【０００９】
　高温領域における、グリースで潤滑化された転がり軸受の長い機能時間のために重要な
パラメータは、上記使用温度の他には、潤滑剤の音響特性である。潤滑グリースは、回転
への関与（転動（Ｕｅｂｅｒｒｏｌｌｕｎｇ）、混和（Ｗａｌｋｕｎｇ））の際に、転が
り軸受において振動を誘発することがあり、「潤滑剤音響」としてのこの振動は、軸受音
響が５０～３００Ｈｚの低周波数帯にあるのに比べて、３００～１，８００Ｈｚの中周波
数帯および１，８００～１０，０００Ｈｚの高周波数帯にある。潤滑剤音響は、転動体に
よって硬質粒子が転動する際に、衝撃パルスの形態で軸受リングにおいて生じる音響ピー
クと重なる。音響特性の評価は、ＳＫＦ－ＢｅＱｕｉｅｔ＋法に従って行われる。グリー
ス音響の等級は以下のように分類される：
ＧＮＸ：ＧＮ１よりもやや不良（非常に不良な音響特性）
ＧＮ１：全ピークの９５％超が４０μｍ／ｓ以下（不良な音響特性）
ＧＮ２：全ピークの９５％超が２０μｍ／ｓ以下；全ピークの９８％超が４０μｍ／ｓ以
下（平均的な音響特性）
ＧＮ３：全ピークの９５％超が１０μｍ／ｓ以下；全ピークの９８％超が２０μｍ／ｓ以
下；全ピークの１００％超が４０μｍ／ｓ以下（良好な音響特性）
ＧＮ４：全ピークの９５％超が５μｍ／ｓ以下；全ピークの９８％超が１０μｍ／ｓ以下
；全ピークの１００％超が２０μｍ／ｓ以下（非常に良好な音響特性）。
【００１０】
　潤滑グリースの音響特性が良好であるほど、潤滑剤によりもたらされる軸受の振動が少
なくなる。これは、軸受の負荷が少ないことと同義であり、より長い軸受の機能時間につ
ながる。
【００１１】
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　したがって、本発明の課題は、上記の要求に応える高温用油および高温用グリースを提
供することである。殊に潤滑油または潤滑グリースは、高温で長い期間にわたり、良好な
潤滑作用を示すことが望ましい。さらに、形成される分解残渣は、ワニス化するのではな
く、新しいグリースによって再び溶解可能であることが望ましい。さらに、高温用潤滑剤
は、良好な加水分解安定性を有し、耐腐食性および耐摩耗性であり、かつ良好な耐酸化性
および要求に適合した良好な低温特性を有することが望ましい。これは、潤滑油の場合は
流動点によって、潤滑グリースの場合は低温での流れ圧力によって定義される。さらに、
高温用グリースは良好な音響特性を示し、長い持続時間を有し、実質的に装置の摩耗現象
を引き起こさないことが望ましい。
【００１２】
　本発明によれば、上記課題は、以下の成分：
ａ）アルキル芳香族化合物、好適には脂肪族置換ナフタリン、エストライド、トリメリッ
ト酸エステル、または種々のトリメリット酸エステルからの混合物から成る群より選択さ
れる少なくとも１種の油９３．９～４５質量％、ここでエステルのアルコール基は、８～
１６個の炭素原子を有する直鎖状もしくは分枝鎖状のアルキル基である；
ｂ）ポリマー、すなわち、水素化もしくは完全水素化されたポリイソブチレン、または水
素化もしくは完全水素化されたポリイソブチレンからの混合物６～４５質量％；
ｃ）防食添加剤、酸化防止剤、耐摩耗添加剤、紫外線安定剤、無機または有機固体潤滑剤
から成る群より単独または組み合わせで選択される添加剤０．１～１０質量％
を含有する高温用油によって解決される。
【００１３】
　本発明によれば、上記課題は、以下の成分：
ａ）アルキル芳香族化合物、好適には脂肪族置換ナフタリン、エストライド、トリメリッ
ト酸エステル、または様々なトリメリット酸エステルからの混合物から成る群より選択さ
れる少なくとも１種の油９１．９～２５質量％、ここでエステルのアルコール基は、８～
１６個の炭素原子を有する直鎖状もしくは分枝鎖状のアルキル基である；
ｂ）ポリマー、すなわち、水素化もしくは完全水素化されたポリイソブチレン、または水
素化もしくは完全水素化されたポリイソブチレンからの混合物６～４５質量％；
ｃ）防食添加剤、酸化防止剤、耐摩耗添加剤、紫外線安定剤、無機または有機固体潤滑剤
から成る群より単独または組み合わせで選択される添加剤０．１～１０質量％、および
ｄ）増ちょう剤２～２０質量％
を含有する高温用グリースによって解決される。
【００１４】
　本発明による高温用油および本発明による高温用グリースが、優れた性能によって顕著
であることは驚くべきことであった。つまり、本発明による高温用油または高温用グリー
スは、高い熱安定性を、長寿命および良好な潤滑特性と一緒に示す。
【００１５】
　本発明による高温用油は、エステル化合物として、エストライド、または様々なエスト
ライドからの混合物、または脂肪族置換ナフタリン、または種々の脂肪族置換ナフタリン
からの混合物を含有する。
【００１６】
　４０℃で測定された、エストライドの好ましい粘度は、３０～５００ｍｍ２／ｓｅｃで
ある。３０～１４０ｍｍ２／ｓｅｃの粘度が特に好ましい。
【００１７】
　エストライドとは、酸触媒または酵素触媒により脂肪酸、好ましくはオレイン酸もしく
はジカルボン酸、またはこれら２つの混合物から製造されるエステル化合物と理解される
。ここで酸官能基は、隣接する脂肪酸分子の二重結合に作用し、その結果、より高分子の
エステル化合物が生成する。そして、末端の酸基は通常、アルコール、好ましくは２－エ
チル－ヘキサノールでエステル化され、引き続き、残りの二重結合は、水素化されるか、
またはカルボン酸、例えば酢酸でエステル化される。その他のアルコール、例えばイソア
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ミルアルコールまたはゲルベアルコールも同様に、末端の酸基のエステル化のために考え
られ得る。
【００１８】
　さらにエストライドは、ヒドロキシカルボン酸を縮合することによって、またはヒドロ
キシカルボン酸と脂肪酸、例えばオレイン酸誘導体もしくはステアリン酸誘導体とを縮合
することによっても合成可能である。使用されるヒドロキシカルボン酸または不飽和酸の
鎖長は、Ｃ６～Ｃ５４に達し得る。これらの酸は、さらなる官能基、例えば、アミン、エ
ーテル、硫黄含有基を含有することができる。
【００１９】
　さらに、α－オレフィンまたはβ－ファルネセンによるエステル化も考えられ得る。
【００２０】
　本発明による高温用油は、アルキル芳香族化合物を含む第二の油を含有することができ
る。好ましくは芳香族化合物を使用する。本発明によると、芳香族化合物とは、４～１５
個の炭素原子を有する、単環式、二環式、または三環式の環系と理解され、ここで、単環
式の環系が芳香族であるか、または二環式もしくは三環式の環系における環の少なくとも
１つが芳香族である。好ましくは、好適には１０個の炭素原子を有する二環式の環系を使
用する。
【００２１】
　好ましくは芳香族化合物が、１個または複数の脂肪族置換基で置換されている。特に好
ましくは芳香族化合物が、１～４個の脂肪族置換基、殊に２個または３個の脂肪族置換基
で置換されている。
【００２２】
　本発明によれば、アルキル基は、１～３０個、好適には３～２０個、さらにより好まし
くは４～１７個、殊に６～１５個の炭素原子を有する飽和脂肪族炭化水素基である。アル
キル基は、直鎖状または分枝鎖状であってよく、任意で１個または複数の上記置換基で置
換されている。
【００２３】
　本発明によれば、特に好ましくは、潤滑油は、少なくとも１種の脂肪族置換ナフタリン
、殊に少なくとも１種のアルキル置換ナフタリンを含有する。好ましくは、ナフタリンは
１個～４個の脂肪族置換基で置換されており、殊に２個または３個の脂肪族置換基で置換
されている。
【００２４】
　実証実験によって、種々の置換されたナフタリン混合物、すなわち、種々の置換度合い
および種々の脂肪族置換基を有するナフタリンからの混合物が特に適していると示された
。この場合、混合組成を変えることによって、高温用潤滑剤の特性、例えば粘度を特に容
易に調整することができる。脂肪族置換ナフタリンはさらに、優れた溶解特性および高い
熱酸化安定性において顕著である。
【００２５】
　４０℃で測定された、脂肪族置換ナフタリンの粘度は、好適には３０～６００ｍｍ２／
ｓ、より好ましくは３０～３００ｍｍ２／ｓである。
【００２６】
　本発明による高温用油はさらに、ポリイソブチレンを含有する。殊に水素化度および分
子量に関して、ポリイソブチレンを適切に選択することによって、本発明による油の特性
、例えばその動粘度、とりわけその残渣形成に、望ましい影響を与えることができる。ポ
リイソブチレンは、水素化または完全水素化された形態で使用可能であり、同様に、水素
化および完全水素化されたポリイソブチレンからの混合物を使用することが可能である。
好ましくは、完全水素化されたポリイソブチレンを使用する。ポリイソブチレンは、６～
４５質量％の量で組成物中に存在しており、好ましくは１０～４５質量％、殊に１５～４
５質量％使用される。
【００２７】
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　本発明による高温用油はさらに、添加剤を０．１～１０質量％含有しており、これらの
添加剤は、単独または組み合わせで使用され、防食添加剤、酸化防止剤、耐摩耗添加剤、
紫外線安定剤、無機または有機固体潤滑剤から成る群より選択される。
【００２８】
　本発明による高温用グリースは、エステル化合物として、トリメリット酸エステルまた
は種々のトリメリット酸エステルからの混合物を含有し、ここでエステルのアルコール基
は、８～１６個の炭素原子を有する直鎖状または分枝鎖状のアルキル基である。芳香族エ
ステルの選択次第で、潤滑剤の特性、例えば、粘度、粘度－温度特性、耐酸化性、および
残渣特性を適合させることができる。
【００２９】
　本発明による高温用グリースは、アルキル芳香族化合物を含む第二の油を含有すること
ができる。好ましくは芳香族化合物を使用する。本発明によると、芳香族化合物とは、４
～１５個の炭素原子を有する、単環式、二環式、または三環式の環系と理解され、ここで
、単環式の環系が芳香族であるか、または二環式もしくは三環式の環系における環の少な
くとも１つが芳香族である。好ましくは、好適には１０個の炭素原子を有する二環式の環
系を使用する。
【００３０】
　好ましくは芳香族化合物が、１個または複数の脂肪族置換基で置換されている。特に好
ましくは芳香族化合物が、１～４個の脂肪族置換基、殊に２個または３個の脂肪族置換基
で置換されている。
【００３１】
　本発明によれば、アルキル基は、１～３０個、好適には３～２０個、さらにより好まし
くは４～１７個、殊に６～１５個の炭素原子を有する飽和脂肪族炭化水素基である。アル
キル基は、直鎖状または分枝鎖状であってよく、任意で１個または複数の上記置換基で置
換されている。
【００３２】
　本発明によれば、特に好ましくは、潤滑グリースは、少なくとも１種の脂肪族置換ナフ
タリン、殊に少なくとも１種のアルキル置換ナフタリンを含有する。好ましくは、ナフタ
リンは１個～４個の脂肪族置換基で置換されており、殊に２個または３個の脂肪族置換基
で置換されている。
【００３３】
　実証実験によって、種々の置換されたナフタリン混合物、すなわち、種々の置換度合い
および種々の脂肪族置換基を有するナフタリンからの混合物が特に適していると示された
。この場合、混合組成を変えることによって、高温用潤滑剤の特性、例えば粘度を特に容
易に調整することができる。脂肪族置換ナフタリンはさらに、優れた溶解特性および高い
熱酸化安定性において顕著である。
【００３４】
　４０℃で測定された、脂肪族置換ナフタリンの粘度は、好適には３０～６００ｍｍ２／
ｓ、より好ましくは３０～３００ｍｍ２／ｓである。
【００３５】
　さらに、エストライドも使用することができる。４０℃で測定された好ましい粘度は、
３０～５００ｍｍ２／ｓｅｃである。３０～１４０ｍｍ２／ｓｅｃの粘度が特に好ましい
。
【００３６】
　本発明による高温用グリースはさらに、ポリイソブチレンを含有する。殊に水素化度お
よび分子量に関して、ポリイソブチレンを適切に選択することによって、本発明によるグ
リースの特性、例えばその動粘度に、望ましい影響を与えることができる。ポリイソブチ
レンは、水素化または完全水素化された形態で使用可能であり、同様に、水素化および完
全水素化されたポリイソブチレンからの混合物を使用することが可能である。好ましくは
、完全水素化されたポリイソブチレンを使用する。ポリイソブチレンは、６～４５質量％
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の量で組成物中に存在しており、好ましくは１０～４５質量％、殊に１５～４５質量％使
用される。
【００３７】
　さらなる好ましい実施形態によると、ポリイソブチレンは、１１５～１０，０００ｇ／
ｍｏｌ、好適には１６０～５０００ｇ／ｍｏｌの数平均分子量を有する。
【００３８】
　本発明による高温用グリースはさらに、添加剤を０．１～１０質量％含有しており、こ
れらの添加剤は、単独または組み合わせで使用され、防食添加剤、酸化防止剤、耐摩耗添
加剤、紫外線安定剤、無機または有機固体潤滑剤から成る群より選択される。
【００３９】
　本発明による高温用グリースはさらに、増ちょう剤を含有する。潤滑剤組成物の本発明
による高温用グリース中の増ちょう剤は、ジイソシアネート、好適には２，４－ジイソシ
アナトトルエン、２，６－ジイソシアナトトルエン、４，４‘－ジイソシアナトジフェニ
ルメタン、２，４‘－ジイソシアナトフェニルメタン、４，４‘－ジイソシアナトジフェ
ニル、４，４‘－ジイソシアナト－３－３‘－ジメチルフェニル、４，４‘－ジイソシア
ナト－３，３‘－ジメチルフェニルメタン（これらは、単独または組み合わせで使用可能
）と、一般式Ｒ‘２－Ｎ－Ｒのアミン、または一般式Ｒ‘２－Ｎ－Ｒ－ＮＲ‘２のジアミ
ン（前記式中、Ｒは、２～２２個の炭素原子を有するアリール基、アルキル基、またはア
ルキレン基であり、Ｒ‘は、水素、アルキル基、アルキレン基、またはアリール基と同一
または異なっている）、またはアミンおよびジアミンからの混合物との反応生成物を含有
するか、
または
Ａｌ複合石鹸、周期表第一および第二主族の元素の金属の純石鹸、周期表第一および第二
主族の元素の金属の複合石鹸、ベントナイト、スルホン酸塩、ケイ酸塩、アエロジル、ポ
リイミド、もしくはＰＴＦＥ、またはこれら増ちょう剤の混合物から選択される。
【００４０】
　高温用油および高温用グリースのための添加剤としては、以下に挙げられる添加剤が、
特に良好な物理的および化学的特性を有する：
酸化防止剤を添加することによって、本発明による油またはグリースの酸化を、殊にそれ
が使用される場合に、低減することができるか、または防止することさえできる。酸化に
おいて、不所望なフリーラジカルが生成することがあり、その結果、ますます高温用潤滑
剤の分解反応が生じる。酸化防止剤を添加することによって、高温用グリースが安定化さ
れる。
【００４１】
　本発明によれば、特に適した酸化防止剤は、以下の化合物である：
スチレン化ジフェニルアミン、二芳香族アミン、フェノール樹脂、チオフェノール樹脂、
ホスファイト、ブチル化ヒドロキシトルエン、ブチル化ヒドロキシアニソール、フェニル
－α－ナフチルアミン、フェニル－β－ナフチルアミン、オクチル化／ブチル化ジフェニ
ルアミン、ジ－α－トコフェロール、ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－フェニル、ベンゼンプロパ
ン酸、硫黄含有フェノール化合物、フェノール化合物、およびこれらの成分の混合物。
【００４２】
　さらに、高温用グリースは、防食添加剤、金属失活剤、またはイオン錯化剤を含有する
ことができる。これには、トリアゾール、イミダゾリン、Ｎ－メチルグリシン（サルコシ
ン）、ベンゾトリアゾール誘導体、Ｎ，Ｎ－ビス（２－エチルヘキシル）－アル－メチル
－１Ｈ－ベンゾトリアゾール－１－メタンアミン；ｎ－メチル－Ｎ（１－オキソ－９－オ
クタデセニル）グリシン、リン酸と、（Ｃ１１～１４）－アルキルアミンにより反応させ
たモノイソオクチルエステルおよびジイソオクチルエステルとの混合物、リン酸と、ｔｅ
ｒｔ－アルキルアミンおよび第一級（Ｃ１２～１４）アミンにより反応させたモノイソオ
クチルエステルおよびジイソオクチルエステルとの混合物、ドデカン酸、トリフェニルホ
スホロチオネート、およびリン酸アミンが該当する。市販で入手可能な添加剤は、以下の



(8) JP 6448801 B2 2019.1.9

10

20

30

40

50

ものである：ＩＲＧＡＭＥＴ（登録商標）３９、ＩＲＧＡＣＯＲ（登録商標）ＤＳＳ　Ｇ
、アミンＯ；ＳＡＲＫＯＳＹＬ（登録商標）Ｏ（Ｃｉｂａ）、ＣＯＢＲＡＴＥＣ（登録商
標）１２２、ＣＵＶＡＮ（登録商標）３０３、ＶＡＮＬＵＢＥ（登録商標）９１２３、Ｃ
ｌ－４２６、Ｃｌ－４２６ＥＰ、Ｃｌ－４２９、およびＣｌ－４９８。
【００４３】
　さらなる耐摩耗添加剤は、アミン、リン酸アミン、リン酸塩、チオリン酸塩、ホスホロ
チオネート、およびこれらの成分の混合物である。市販で入手可能な耐摩耗添加剤には、
ＩＲＧＡＬＵＢＥ（登録商標）ＴＰＰＴ、ＩＲＧＡＬＵＢＥ（登録商標）２３２、ＩＲＧ
ＡＬＵＢＥ（登録商標）３４９、ＩＲＧＡＬＵＢＥ（登録商標）２１１およびＡＤＤＩＴ
ＩＮ（登録商標）ＲＣ３７６０　Ｌｉｑ　３９６０、ＦＩＲＣ－ＳＨＵＮ（登録商標）Ｆ
Ｇ　１５０５およびＦＧ　１５０６、ＮＡ－ＬＵＢＥ（登録商標）ＫＲ－０１５ＦＧ、Ｌ
ＵＢＥＢＯＮＤ（登録商標）、ＦＬＵＯＲＯ（登録商標）ＦＧ、ＳＹＮＡＬＯＸ（登録商
標）４０－Ｄ、ＡＣＨＥＳＯＮ（登録商標）ＦＧＡ　１８２０、およびＡＣＨＥＳＯＮ（
登録商標）ＦＧＡ　１８１０が属する。
【００４４】
　さらに、このグリースは、固体潤滑剤、例えば、ＰＴＦＥ、ＢＮ、ピロリン酸塩、Ｚｎ
酸化物、Ｍｇ酸化物、ピロリン酸塩、チオ硫酸塩、Ｍｇ炭酸塩、Ｃａ炭酸塩、Ｃａステア
リン酸塩、Ｚｎ硫化物、Ｍｏ硫化物、Ｗ硫化物、Ｓｎ硫化物、グラファイト、グラフェン
、ナノチューブ、ＳｉＯ２変性体、またはこれらの混合物を含有することができる。
【００４５】
　実証実験によって、本発明による高温用油または高温用グリースが、２５０℃の温度ま
で分解現象を示さない、または無視できる程度の分解現象を示すことが分かった。これに
関して、１０％未満の潤滑剤の分解の程度であると理解される。
【００４６】
　本発明による高温用油または高温用グリースは、さらなる基油として、好適には鉱油、
脂肪族カルボン酸エステルおよび脂肪族ジカルボン酸エステル、脂肪酸トリグリセリド、
ピロメリット酸エステル、ジフェニルエーテル、フロログルシンエステル、および／また
はポリ－α－オレフィン、α－オレフィンコポリマーから成る群より選択される油を含有
することができる。
【００４７】
　好適な実施形態では、本発明による高温用油または高温用グリースはエストライドを含
有し、ここで好適には、エストライドの主要構成要素は、ひまわり油、なたね油、ひまし
油、アマニ油（Ｌｅｉｎｏｅｌ）、コーン油、サフラワー油、大豆油、アマニ種子油（Ｌ
ｅｉｎｓａｍｅｎｏｅｌ）、落花生油、「レスクエラ（Ｌｅｓｑｕｅｒａｌｌｅ）」油、
ヤシ油、オリーブ油、または上記油の混合物の群からの天然油に基づいて出発する化学的
または酵素的プロセスによって入手される。
【００４８】
　実証実験によって、本発明による高温用油または高温用グリースが、その物理的および
化学的特性を理由に、チェーン、転がり軸受、および滑り軸受における、自動車技術、輸
送技術、機械工学、オフィス技術における、ならびに産業用の設備および機械における、
また家庭用機器および家庭用電化製品の分野での使用において優れていると示された。こ
れは、その良好な耐熱性を理由に、最大２６０℃の高い使用温度、好適には１５０～２５
０℃の温度でも使用可能である。
【００４９】
　本発明はさらに、基油および添加剤が相互に混合されている、上記の高温用油または高
温用グリースを製造する方法に関する。
【００５０】
　本発明を以下の実施例を用いてより詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
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【図１】ＳＲＶ内でＤＩＮ５１８３４－２に準拠して測定した、油の摩擦特性を示す図
【図２】動的ＴＧＡ内で測定した蒸発損失を示す図
【実施例】
【００５２】
　実施例１－２
　本発明による高温用油の製造
　エストライドまたは脂肪族置換ナフタリンを攪拌釜に予め装入する。１００℃で攪拌し
ながら、ポリイソブチレンおよび場合によってはさらなる油を追加する。引き続き、この
混合物を１時間攪拌して、均質な混合物を得る。摩耗防止剤および抗酸化剤を、６０℃で
攪拌しながら釜に入れる。約１時間後、完成した油を、用意した容器に移すことができる
。
【表１】

【表２】

【００５３】
　油の実施例の基本データは、表３から得ることができる。
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【表３】

【００５４】
　さらに、油の摩擦特性をＳＲＶ内でＤＩＮ５１８３４－２に準拠して測定し、蒸発損失
を動的ＴＧＡ内で測定した。これらの結果は表４および５に示され、さらに、図１および
２に図示されている。

【表４】

【表５】

【００５５】
　実施例３－８
　本発明による高温用グリースの製造
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　基油を攪拌釜に予め装入する。１００℃で攪拌しながら、ポリイソブチレン、および場
合によってはさらなる油、および増ちょう剤を追加する。増ちょう剤は、基油中の使用さ
れる反応物質がその場で反応することによって生成する。引き続き、混合物を１５０℃～
２１０℃に加熱し、数時間にわたり攪拌し、再び冷却する。約６０℃での冷却プロセスに
おいて、必要な摩耗防止剤、抗酸化剤、および防食剤を追加する。グリースの均質な混合
物は、ローラ、コロイドミル、またはガウリン（Ｇａｕｌｉｎ）による仕上げの均質化工
程によって得られる。
【００５６】
　高温用グリースの組成は、表６に示してある。
【表６】

【００５７】
　実施例３－８で使用される増ちょう剤は、
実施例３：ＬｉＯＨ、１２－ヒドロキシステアリン酸、アゼライン酸、
実施例４：ＬｉＯＨ、１２－ヒドロキシステアリン酸、アゼライン酸、
実施例５：ＬｉＯＨ、１２－ヒドロキシステアリン酸、アゼライン酸、
実施例６：ジ尿素；メチレン－ジフェニル－ジイソシアネート（ＭＤＩ）、オクチルアミ
ン、オレイルアミン
実施例７：ジ尿素；ＭＤＩ、オクチルアミン、オレイルアミン
実施例８：ジ尿素；ＭＤＩ、オクチルアミン、オレイルアミン
である。
【００５８】
　グリースサンプル３－８の一般的なパラメータを表７に示す。
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【表７】

【００５９】
　１５０℃で３０時間後の、種々のグリースサンプルの蒸発損失率は２％～５％であり、
このことによって、このグリース設計の熱安定性が非常に良好であることが強調される。
【００６０】
　グリースの潤滑作用に決定的な影響を与えるのは離油度である。その際、離油度が高す
ぎず、油が軸受から流れ、それにより摩擦系に利用されないことに注意する一方で、離油
度が見られずに、グリースの潤滑作用が失われることに注意する。離油度は、最適な潤滑
膜を軸受内に形成できるように、理想的には０．５～８質量％であることが望ましい。
【００６１】
　実施例のグリースを、ＤＩＮ５１８２１に従ったＦＥ９転がり軸受試験にかけ、この試
験で、調査されるグリースの寿命を特定し、潤滑グリースの上限使用温度を、平均的な回
転数および平均的な軸荷重の転がり軸受において特定する。
【００６２】
　調査されるグリース、ならびにＬ１０値およびＬ５０値の結果は、表８に示してある。

【表８】

【００６３】
　表８は、持続時間が、ＰＩＢを様々な基油と組み合わせて使用することによって長くな
り、そのため、長期稼動での高い適用温度に適していることを示す。
【００６４】
　さらに、グリースの音響特性を、ＳＫＦ　Ｂｅ　Ｑｕｉｅｔ＋に従って、実施例３－８
について測定した。これらの結果は表９に記載してある。
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【表９】

【００６５】
　種々のグリース調製物の音響特性には、完全水素化されたポリイソブチレンを使用する
ことによって、非常に有利な影響が与えられる。実施例６を除いて、良好～非常に良好な
音響特性を獲得することができる。
【００６６】
　完全水素化されたＰＩＢが使用された実施例３によるグリースの特性を、まだ二重結合
が存在していたＰＩＢ、つまり水素化されていないＰＩＢを含有するグリース（比較例３
）と比較した。
【００６７】
　比較例３によるグリースのその他の組成は、実施例３の組成に相応していた。

【表１０】

【００６８】
　表１０における、グリースと、完全水素化されたＰＩＢおよび水素化されていないＰＩ
Ｂとの比較は、実施例３のグリースが、ＦＥ９試験において２倍の持続時間を示し、より
少ない蒸発損失および著しく良好な音響特性を有することを表す。
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【００６９】
　完全水素化されたＰＩＢを含有する油の有利な特性を証明するために、これを、部分的
に水素化されたＰＩＢを含有する油と比較した。表１１はそれらの結果を示す。
【表１１】

【００７０】
　表１１は、完全水素化されたＰＩＢを使用した場合と、部分的に水素化されたＰＩＢを
使用した場合で、明らかな違いが存在することを示す。つまり、完全水素化されたＰＩＢ
を有する油が、非常に良好な再溶解特性を有する一方で、部分的に水素化されたＰＩＶに
基づく残渣の溶解は、もはや可能ではない。
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